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宇治市議会議員選挙

宇
治
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
四
月
十
四
日
に
告
示
さ
れ
、
四
月
二
十
四
日
（
日
）
が
投
票

日
で
す
。
選
挙
公
報
や
演
説
会
な
ど
で
候
補
者
の
政
見
や
人
柄
を
よ
く
み
て
、
あ
な
た
の
一

票
を
生
か
し
ま
し
よ
う
。
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
笠

取
小
・
笠
取
第
二
小
の
1
7
・
1
8
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

棄権はやめましょう（不在者投票のもよう）

投
票
で
き
る
人

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
五
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日
以
前
に
転
入
届
を
さ
れ
た
人
で
す
。
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
宇
治
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
信
号
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
月
一
Ｉ
口
以
後
に
宇
治
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〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

会
堂
、
北
木
幡
集
会
所
、
御
蔵

山
集
会
所
、
岩
田
書
店
（
御
園

2
0
）
、
木
幡
公
民
館
、
木
幡
保

育
所
、
南
山
男
屏
、
南
木
幡

集
心
一
所

〔
五
ヶ
庄
〕
黄
栞
薬
局
（
芝
ノ

東
3
9
）
、
大
和
田
公
会
堂
、
西

岡
屋
会
館
、
黄
槃
公
園
事
務
所
、

山
崎
幸
一
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

〔
菟
道
・
明
星
町
〕
菟
道
公
民

分
館
、
三
室
戸
薬
局
（
丸
山
3
7
）
、

明
星
集
会
所

〔
志
津
川
・
笠
取
〕
喜
撰
会
館
、

東
笠
取
簡
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
宇
治

〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

〔
極
島
町
〕
横
島
公
民
分
館
、

東
目
川
公
民
分
館
、
西
目
川
公

市
民
会
館
、
観
光
案
内
所
、
善

法
隣
保
館
、
市
分
ぼ
に
、
市
役

所
受
付
、
若
宮
集
会
所
、
新
半

白
集
会
所

〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
、

三
軒
家
公
民
分
館

〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
う

さ
ぎ
堂
（
酉
開
8
8
）
、
西
山
集

会
所
、
．
蓮
池
中
集
会
所
、
西
小

〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
倉
保
育
所
、

砂
田
集
会
所
、
伊
勢
田
公
民
分

館
、
西
宇
治
消
防
分
署
、
名
木

集
会
所

〔
開
町
・
南
陵
町
〕
開
公
民
分

館
、
南
陵
集
会
所

〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
、

広
野
集
会
所
、
緑
ヶ
原
集
心
一
所

〔
大
久
保
町
〕
西
大
久
保
集
会

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、
同
胞
保

育
園で

ぐ
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
で
き
る
期
間
は
、
土
・
日
曜
日
を
問
わ
ず
四
月
十
四
日
か
ら
四
月
二
十
三
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
の
注
意
点

投
票
用
紙
に
は
、
選
挙
公
報
や
昼
研
内
に
あ
り
ま
す
氏
名
掲
示
な
ど
で
侯
補
者
の
氏
名
を
確
認
し
て
正
確
に
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。

179

市
内
間
で
住
所
を
変
更
し
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
公
報

宇
治
市
議
会
議
員
の
選
挙
公
報
は
四
月
二
十
日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ケ
イ
、
日
本
経
済
、
京
都
の
各
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
ず
る
予
定
で
す
。
ま
た
新
聞

を
お
取
り
で
な
い
世
帯
に
は
直
接
郵
送
し
ま
す
。
も
し
届
か
な
い
場
合
は
、
右
表
の
と
こ
ろ
へ
取
り
に
行
か
れ
る
か
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
所

投
票
し
て
ぃ
た
だ
ぐ
投
票
所
は
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
投
票
整
理
券
の
表
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
ぐ
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

出
張
や
入
院
予
定
な
ど
で
、
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
促
爾
度
が
あ
り
ま
す
。
7
か
し
、
こ
の
制
度
は
あ
ぐ
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
す
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
必
要
で
す
。
不
在
者
促
曹
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
夕
痔
っ
て
市
役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
い

家庭で話し合おう
正しい交通行動

春
・
：
新
入
学
（
園
）
児
ら
は
希
望

に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
喜
び
一
杯
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

し
か
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
、
慣
れ
な
い
道
を
歩
き
、
行
動

範
囲
も
広
く
な
り
屋
外
で
心
気
に

遊
び
出
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
交
通
事
故
に
遭
ラ
危

険
性
も
増
し
康
ｙ
。

交
通
事
故
か
ら
子
供
か
寺
る
た

め
に
、
家
庭
の
中
で
特
に
お
母
さ

ん
が
子
供
だ
ち
と
の
対
話
を
通
じ

交
通
安
全
の
具
体
的
な
指
導
ｔ
繰

的
返
し
行
っ
て
い
た
だ
参
た
い
も

の
で
す
。

正
し
く
安
全
な
交
通
行
動
が
と

れ
る
習
慣
を
子
供
た
ち
の
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
ふ
ざ
け

た
り
し
て
歩
か
な
い
こ
と

・
歩
道
や
路
側
帯
の
あ
る
道
路
で

は
、
必
ず
歩
道
や
路
側
帯
を
通

る
こ
と

・
道
路
か
横
断
す
る
交
汪
近
ぐ

の
歩
道
橋
や
横
断
歩
道
か
莉
用

す
る
こ
と

・
横
断
歩
道
夕
莉
用
し
て
横
断
す

る
と
き
は
、
横
断
場
所
で
必
ず

一
旦
止
ま
ひ
左
右
牽
よ
ぐ
確
認

子
供
た
ち
を
守
ろ
う

し
、
車
が
近
．
つ
い
て
こ
な
い
こ

と
を
よ
ぐ
確
か
め
て
さ
っ
さ
と

渡
る
こ
と

・
近
ぐ
に
横
断
施
設
が
な
い
と
こ

ろ
で
は
、
必
ず
一
日
正
ま
り
左

右
牽
よ
ぐ
確
認
し
、
車
が
通
り

過
ぎ
る
の
金
冠
、
車
の
接
近

が
な
い
こ
と
少
確
か
め
て
、
ま

っ
す
ぐ
、
さ
っ
さ
と
渡
る
こ
と

・
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
ば
、

渡
る
Ｚ
チ
る
方
向
の
信
号
が

青
で
あ
る
こ
と
か
確
認
し
、
左

右
の
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
、
及
び
右
左
折
車
が
な
い
こ
と
か
よ
ぐ
確
か
め
て
か
ら
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と

最
も
多
い
〝
と
び
出
し
〟
事
故

子
供
は
、
安
全
に
対
す
る
注
意
力
や
判
断
力
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
‘
’
お
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ボ
ー
ル
が
道
路
に
と
び
出
し
た
り
す
る
と
、
車
の
往
来
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ー
ル
か
遜
い
か
け
急
に
と
び
出
し
‘
た
り
し
ま
す
。
子
供
の
事
故
の
中
で
は
、
こ
の
と
び
出
し
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
全
体
の
六
〇
％
以
上
名
［
］
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
乗
車
中
や
道
路
を
横
断
中
の
事
故
発
生
率
も
高
く
な
っ
て
い
卓
子
。
家
族
み
ん
な
で
、
体
験
夕
通
し
て
交
通
問
題
を
話
見
界
、
交
通
事
故
忿
習
漢
し
ょ
う
。

菟
道
に
テ
レ
ビ
中
継
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）

4
月
か
ら
東
宇
治
の
難
視
聴
解
消
へ

四
月
か
ら
Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
が
映

り
ホ
チ
ー
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
と
近
畿
放

送
が
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
難
視
聴
の

解
消
を
図
る
た
め
、
設
置
客
于

め
て
い
ま
し
た
ｕ
Ｈ
Ｆ
ａ
波
に
よ

宇治・桃山テレビジョン中継局（莵道中山）

る
「
宇
治
・
桃
山
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

中
継
局
」
（
菟
逗
中
山
）
は
、
こ

の
ほ
芦
王
地
所
有
者
の
協
力
が
得

ら
れ
完
成
。

こ
れ
ま
で
、
電
波
が
届
か
な
か

っ
た
匯
鮮
明
な
映
像
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
明
星
町
を
は
じ
忍
遜
、

五
ヶ
庄
地
域
で
も
、
四
月
か
ら
は

地
九
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
地
域
Ａ
＞
ａ

■
Ｐ
！
わ
り
の
深
い
ロ
ー
カ
ル
番
組
を

見
て
い
た
だ
け
る
ぷ
つ
に
な
り
ま

し
た
。

Ｕ
Ｈ
Ｆ
で
ご
覧
に
な
る
場
合
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
は
2
9
ｄ
、
Ｋ

Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
は
2
7
咄
に
合
わ

せ
る
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
を
明
星
山
の
方
に
向
け
て
く
だ

さ
い
。
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
の
場

合
は
、
新
た
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

を
立
て
て
ぐ
だ
さ
い
。

投票日は4月24日

生
か
そ
う
あ
な
た
の
一
票
を

新
入

学
期

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所
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消
費
者
コ
ー
ナ

ー
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
研
究
の

最
後
は
、
Ｄ
・
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の

共
同
研
究
の
ま
と
の
で
す
。

◇

食
欲
の
秋
。
夏
の
暑
さ
で
衰

え
た
体
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め

自
然
は
お
い
し
い
果
物
を
た
ぐ

さ
ん
用
意
し
康
ｙ
。
そ
こ
で
、

果
物
に
は
芦
ん
な
効
用
が
あ
る

の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

果
物
の
成
分
、
薬
効
・
効
用
、

市
販
ジ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
主
に

書
籍
牽
甲
心
に
調
査
に
ま
し
た
。

薬
効
の
あ
る

く
だ
も
の
も

果
物
は
ア
ル
カ
リ
性
食
品
で

す
。
多
く
の
も
の
は
、
主
と
し

て
ク
ェ
ン
酸
、
リ
ン
ゴ
酸
、
酒

石
酸
な
ど
の
有
機
酸
を
含
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
有
機
酸
は
、

体
内
に
吸
収
さ
れ
る
と
体
の
代

ぢ
、
虫
下
し
に
効
果
の
あ
る
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
だ

葉
は
便
所
の
ラ
じ
虫
退
治
に
、

果
肉
は
便
秘
薬
に
。

カ
キ
ー
カ
ロ
チ
ン
が
非
常
に

多
く
体
″
ぽ
で
な
く
、
目
（
視

力
）
に
り
よ
い
の
で
す
。
カ
リ

ウ
ム
も
含
奔
れ
て
お
り
腎
臓
病

や
Ｂ
が
含
書
れ
て
お
り
、
毛
細

血
管
夕
涌
一
く
し
風
邪
の
よ
．
ｒ
＼
Ｍ

感
染
性
疾
患
の
治
療
効
果
が
あ

り
ま
す
。
と
く
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
不
足
し
が
ち
な
冬
に
は
、
貴

重
な
食
品
で
す
。
皮
の
乾
燥
さ

せ
た
も
の
か
陳
皮
（
ち
ん
ぴ
）

と
呼
び
、
蓄
足
め
、
酒
酔
い
、

自
然
の
恵
み
を
生
か
そ
う

謝
か
助
け
て
気
分
を
さ
わ
や
か

に
し
、
暇
れ
を
と
る
作
用
敬
も

っ
て
い
ま
ず
。

イ
チ
ジ
ク
ー
た
ん
ぱ
ぐ
分
解

酵
素
（
フ
ィ
チ
ン
）
を
含
み
、

肉
類
の
消
化
か
助
け
る
一
方
、

胃
腸
病
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る

そ
う
で
す
。
果
実
や
葉
奎
傷
つ

け
る
と
出
て
ぐ
る
白
い
乳
液
は

57年度不用品情報センターのまとめ

市
で
は
、
家
庭
に
放
置
さ
れ
て

い
る
不
用
品
を
無
駄
な
ぐ
再
利
用

し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
。
「
不
用

品
情
報
セ
ン
タ
ー
」
か
設
け
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
昨
年
度
の
利

用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
レ
た
。

昨
年
度
は
、
五
十
七
里
〈
月
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
前

期
と
十
二
月
一
日
か
ら
五
十
八
年

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
後
期
に
分

け
て
、
三
カ
鼠
ら
開
設
し
ま
し

た
。
登
録
の
総
件
数
は
三
百
七
十

・
八
件
や
そ
の
う
ち
希
望
が
二
百
十

七
件
、
提
供
が
百
六
十
三
件
。
成

立
し
た
の
は
四
ナ
て
組
で
し
た
。

昨
年
に
比
べ
る
と
登
録
は
百
二
十

五
件
増
加
し
、
成
立
は
二
倍
舎
｀

え
ま
し
た
。

登
録
や
成
立
の
も
っ
と
も
多
か

っ
ち
胃
は
、
ベ
ビ
ー
・
子
供
用

品
で
、
次
い
で
家
具
、
電
気
製
品

で
す
（
グ
ラ
フ
）
。
個
々
の
品
物
で

は
今
回
も
自
転
車
の
希
望
が
多
く
、

つ
い
で
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
。
ベ
ビ
ー

カ
ー
は
希
望
、
提
供
と
も
に
多
数

で
し
た
。

登
録
件
数
や
成
立
件
数
が
増
加

し
た
理
由
は
、
①
実
施
期
間
を
二

に
も
よ
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、

葉
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
、

風
邪
の
解
熱
、
消
炎
、
動
脈
硬

化
に
ょ
い
の
で
カ
キ
茶
に
さ
れ

て
い
毒
了
。

ピ
ワ
ー
葉
は
、
神
経
痛
、
リ

ユ
ー
マ
チ
、
胃
腸
病
、
皮
膚
に

ょ
い
と
言
わ
れ
て
い
未
ず
一
。

か
ん
き
つ
類
Ｉ
ピ
タ
ミ
ン
Ｃ

期
に
分
げ
た
こ
と
で
利
用
ｆ
ｙ
る
機

会
が
増
え
た
②
実
施
期
間
中
、
登

録
登
以
筥
し
た
の
で
紹
介
対
象

が
多
く
な
っ
た
ほ
か
、
社
会
状
況

を
反
映
し
て
省
察
串
節
約
の
心

構
え
が
浸
透
し
て
き
た
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（件）

57年度不用品情報センターの登録と成立件数

　　　　　　　　　　　（斜線部分が成立数）

706050403020100〈品目〉01020304050（件）

希
望

家具

電気製品

楽器

石油

　ガス器其

自転車

ベビー・
　子供用品。

スポーツ

レジャー用品

ーli家庭
　　用品

学習用品

その他

」9
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提
供

モニター研究

Ｄ・Ｅグループ

胸
の
ひ
か
つ
き
、
口
臭
消
し
に

有
効
。

ナ
シ
ー
石
細
胞
が
多
く
、
腸

を
刺
激
し
て
ぜ
ん
動
運
動
を
助

け
る
働
き
が
あ
口
便
通
牽
よ
く

し
未
ｙ
。
果
糖
が
多
い
の
で
、

利
尿
効
果
か
お
り
ま
ず
。

リ
ン
ゴ
ー
ペ
ク
チ
ン
と
カ
リ

ウ
ム
が
多
く
含
次
れ
て
い
未
丁
。

今
年
度
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
が
け
る
ぶ
コ
に

準
備
客
手
め
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
欠
二
度
、
不
用
品
を
点
検

し
て
ｙ
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

ペ
ク
チ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て
、

急
性
腸
カ
タ
ル
や
便
秘
に
は
生

で
食
べ
る
と
特
効
が
あ
り
未
了
。

カ
リ
ウ
ム
は
体
内
に
あ
る
必
要

以
上
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
結
合
し

体
外
に
排
出
す
る
の
で
、
塩
分

の
取
り
過
ぎ
に
よ
る
高
血
圧
の

予
防
に
な
り
未
了
。

梅
－
カ
ラ
ギ
ン
酸
を
含
み
、

と
く
に
整
腸
作
用
に
す
ぐ
れ
て

い
未
了
。
梅
肉
エ
キ
ス
は
殺
菌

力
が
あ
り
未
了
。
梅
干
し
の
黒

焼
き
は
熱
を
下
げ
、
首
毘
め

に
な
り
ま
す
。
ク
ェ
ン
酸
が
レ

・ Ｗ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
Ｔ ゛ ゛

1

曲－Ｉ自111ｅ
㎜ ・ － ■－ ・ － － ■ － ■・ 皿 － － ・

モ
ン
の
十
五
倍
も
含
次
れ
て
い

る
の
で
、
最
高
の
疲
労
回
復
剤
。

そ
の
ほ
か
Ｉ
ス
イ
カ
の
利
尿

作
用
、
肉
を
食
べ
た
後
の
パ
イ

ナ
″
プ
ル
や
パ
パ
イ
ヤ
の
消
化

効
果
、
唇
ん
か
ん
の
風
邪
防
止

な
μ
石
あ
り
ま
ず
。

栄
養
に
富
む

ジ
ュ
ー
ス

果
物
を
ジ
ュ
ー
ス
と
し
て
飲

む
場
合
の
効
果
も
調
べ
て
み
ま

し
た
。ミ

キ
サ
ー
で
作
る
場
合
。
そ

の
ま
ま
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
る
と
・

ｍ
に
よ
る
酸
化
で
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
か
な
り
壊
れ
乖
ｙ
。
し
か

し
、
食
塩
素
直
加
え
る
と
残

存
率
が
高
く
な
り
未
丁
。
〇
・

五
％
程
度
の
食
塩
を
加
え
る
と

ジ
ュ
ー
ス
の
甘
み
も
増
し
て
お

い
Ｌ
Ｉ
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。缶

ジ
ュ
ー
ス
の
場
合
。
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
は
、
宰
高
で
保

存
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
安
定

性
が
よ
い
ぷ
フ
で
す
。
摂
氏
三

十
八
屎
か
ら
三
十
九
度
で
保
存

す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
七
ヵ
月

で
半
減
し
示
ｙ
。

缶
ジ
ュ
ー
ス
で
は
、
ス
ズ
の

溶
出
と
い
う
問
題
が
あ
り
毒
了
。

健
康
上
有
害
な
ほ
ど
溶
け
出
す

こ
と
は
次
れ
ぶ
ふ
。
経
過
日

数
と
と
も
に
増
え
、
吏
価
高

が
高
い
と
多
ぐ
溶
出
し
津
ｙ
。

き
り
に
、
一
度
開
缶
す
る
と
、

ス
ズ
の
溶
出
は
急
速
に
進
む
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
。

ま
と
め

私
た
ち
は
、
毎
日
の
ぷ
つ
に

果
物
牽
食
べ
て
い
未
ｙ
。
食
事

の
中
に
位
置
づ
け
て
も
よ
い
で

し
■
4
う
。
食
牛
活
の
中
で
、
果

物
の
効
用
を
知
り
、
最
大
限
に

利
用
1
尻
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
（
商
工
観
光
課
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る

消
費
者
の
意
向
や
考
え
を
市
に

反
映
し
て
い
た
だ
ぐ
役
割
を
担
う

今
年
度
の
宏
吊
消
費
忠
一
－
モ
ニ

タ
ー
二
十
五
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら

こ
の
消
費
牟
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
で
十
一
年

目
。
消
費
者
で
あ
る
市
民
の
意
見

や
要
望
、
苦
情
な
芦
か
ら
消
費
生

調
査
・
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
に

活
問
題
の
実
態
を
正
に
Ｉ
と
ら
え

て
行
政
を
ｙ
す
め
る
た
め
の
も
の

で
ｙ
。
消
費
者
生
活
モ
ニ
タ
ー
に

は
、
日
常
の
買
物
な
ど
で
感
じ
た

意
見
や
要
望
、
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

そ
の
た
び
に
市
へ
。
モ
ニ
タ
ー
通

戸
夕
遥
つ
て
い
た
だ
曝
柔
ｙ
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
価
格
調

査
な
ど
の
各
種
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
の
時
に

は
、
市
民
の
皆
’
兄
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
示
ｙ
。
き
り

に
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
学
習

に
取
口
組
ん
で
地
域
で
の
消
費
者

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
奎
果
だ
し
て

も
ら
い
、
消
費
者
の
自
幸
酌
活
動

か
す
す
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
も
め

ざ
し
て
い
ま
丁
。
（
商
工
観
光
課
）

昭和58年度消費生活モニター

氏名 注所 電話番号

田川和子 木幡北畠ｌＯ－2 32－5939

清水佳子 木幡西中33ユ二宇治川マンシ．ン4－Ｓ4〕732－3272

池田由紀子
木帳熊小路38・ニ宇治川マンシ・ンＳ2010

32－4623

鈴木和子 五ヶ庄西Ｉ1ほ22－21 32－3876

三狭間薫 五ヶ庄野添77－3Ｃ－306 32－3893

島本淑子 五ヶ庄福角50－35 31－8847

山本朱実 菟遣森本10－70 23－3333

斉藤順子 明星町2丁目2－38 23－2814

阿部真奈美 宇治山田17 23－0847

川口弘子 宇治下居7 22－6934

渡辺孝子 宇治大谷29－37 22－8653

ｉｔ藤洋子 琵琶台2丁目4－20 24－1389

森下昭子 広野町小根尾ｉ38－102 23－5887
堀之内真紀子 広野町小根尾ｉ38－200 23－5124

石井君子 広野町尖山2－174 43－2522

下畑真ａ 神明宮北ｌ9－29 22－5847

長ｌｉ順子 南陵町2丁目1－132 23－0590

谷知佐子 小倉町蓮池146－31 22－3015

下岡正子 小倉町蓮池145－15 20－0204

徳田こう 伊勢田町大谷37－8 44－9094

岡本やよい 伊勢田町中の田37－125 43－4909

青木正代 伊勢田町名木1丁目1－24043－6929

山田美智子 人久保Ｍｒｊｌ．掠5Ｏ－ｌ府営内大久休ｌｌ地22－30144－9164

杉本世津子 人久保・ＩＩｌ．椋76－ｌ府営西人久似川地9－40444－3743

三木靖子 大久保町大竹46－10 44－7625

と
い
知
汚

れ
、

あ
る

とに言ヽヽ

が日9い

あ
り
ま
す
。
こ
の
お

の
和
と
も
い
わ

に
ぶ
ｒ
し
た
儒
で

か
ら
擲
か
っ
た
と

偏
え
ら
れ
、
折
か
ら
ど
ん
な

郷
り
が
紺
い
て
も
か
れ
る
こ

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
伝Σ弘ｉ

謔’法－ｉ
は大5

｀師Ｌ

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
ら
廓
か
っ
た
知
戸

ｔ
ｎ
－
1
4
＜
Ｍ
Ｓ
Ｉ
あ
ち
ら
こ

弘法の水

ち
ら
に
慰
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
む
慰
で
は
ヽ
「
ぬ
の
な
」
と

い
う
溶
犯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
犯

に
は
お
の
よ
う
な
僚
諮
が
あ
り
ま

大
あ
る
と
き
、
弘
お
が
臨
が
が

⑥

お
の
よ
う
な
お
認
が
あ
り
ま
す
。

弧
お
だ
臨
が
ｍ
Ｕ
を
諧
ね
た
と

き
、
の
ど
が
か
わ
い
た
の
で
ぶ
く

の
ほ
か
に
加
を
れ
め
た
と
こ
ろ
ヽ

そ
こ
の
製
の
心
は
、
そ
の
拒
な
り

が
あ
ま
り
に
Ｍ
い
の
で
誂
え
ま
せ

ん
で
し
た
Ｉ
と
こ
ろ
が
ヽ
弥
お
が

諏
が
距
影
へ
示
っ
た
と
き
ヽ
和
を

聡
め
た
と
こ
ろ
、
が
が
あ
ま
り
た

く
さ
ん
な
い
に
も
か
か
ら
わ
ず
か

を
鬘
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ｓ

お
が
臨
が
そ
の
お
袱
と
し
て
ヽ
こ

こ
に
知
声
を
骸
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

ｊ〃謳な
イ姦ご

諮尾おはの

お
そ
ら
く

妁
ツ

ペ
ツ
知
に
は
こ
の
よ
う

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
Ｊ
、

、
む
か
し
は
こ
れ
と
似

た
認
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

＼
］
ｍ
に
せ
よ
ヽ
泡
恥
に
也
よ
離

を
1
れ
て
伍
慧
し
て
い
た
と
き
、
い
扇
に
あ
り
、
和
が
ぶ
し
か
っ
た

こ
の
心
に
和
て
ガ
が
堀
知
で
倣
れ
と
叙
わ
れ
ま
す
じ
』
れ
ら
の
ぽ
諾

和
を
御
し
が
り
ま
し
た
が
ヽ
ぶ
く
は
、
か
の
が
？

に
和
が
な
い
た
め
ヽ
つ
え
で
恋
廓

の
洽
欧
を
た
た
い
て
和
を
わ
か
し
ヽ

そ
の
和
で
ガ
を
即
徽
さ
せ
ま
し
べ

そ
の
肺
が
「
ぬ
の
ね
」
だ
と
い
う

の
で
す
・
ま
た
、
や
古
呼
肌
ｍ
の

が
ぷ
に
「
叙
知
戸
」
と
い
う
知
戸

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
知
芦
に
も

朋
を
猷
え
る
た
め
に
骸
ら
れ
た
も

で
し
ょ
う
ｌ
今
で
は
ヽ
ペ
ッ
知
は

ポ
ン
プ
で
く
み
む
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
ヽ
二
心
の
だ
に
と
っ
て
ヽ
か

お
な
か
瑕
で
あ
る
こ
と
に
は
令
も

む
か
し
も
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

。
（
歴
史
資
料
室
）
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ふ
る
さ
と
む
か
し
話

く
だ
も
の
の
効
用

ベビー・子供用品が登録多数
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福
角
市
営
住
宅
を
建
て
替
え

市
で
は
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

市
民
を
対
象
に
市
営
住
宅
を
設
置
。

現
在
、
十
二
団
地
四
百
六
十
二
戸

の
市
営
住
宅
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
言
れ
て
い
ま
す
が
痛
み
が
激

し
ぐ
、
特
に
木
造
住
宅
は
老
朽
化

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

五
十
五
年
度
か
ら
干
力
年
計
画
で

建
て
替
え
る
こ
と
と
し
、
取
り
組

み
牽
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

五
十
八
年
度
で
は
、
五
ヶ
庄
福
さ
れ
た
＊
体
障
害
者
向
け
（
車
い

角
の
市
営
住
宅
二
十
五
戸
か
妖
筋
す
住
宅
）
か
建
設
す
る
こ
と
に
な

三
階
建
て
三
土
ハ
戸
に
建
て
替
え
り
、
入
居
者
夕
募
集
し
ま
す
。
車

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
は
い
す
住
宅
は
五
土
〈
年
度
に
神
明

六
月
ご
ろ
に
着
工
、
来
年
三
月
に
宮
東
市
営
住
宅
に
建
設
さ
れ
て
お

完
成
の
予
定
で
工
費
は
約
四
億
四
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
む

百
万
円
か
計
上
し
て
い
未
了
。
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
建
て
替
え
車
血
ヶ
庄
▼
住
宅
所
在
地
・
・
・
五
ヶ
庄
福
角

福
角
の
市
営
住
宅
で
は
、
車
い
す
団
地
▼
募
集
戸
数
…
第
二
種
住
宅
、

で
牛
活
で
き
る
ぷ
つ
に
特
別
設
計
一
戸
▼
資
格
・
・
・
①
現
在
同
居
し
て

3
6
戸
の
中
高
層
住
宅
に

住みよい生活環境へ（写真は現在の

市営住宅）

い
る
か
、
同
居
い
ぶ
Ｚ
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
（
内
縁
関
係
や
婚

約
者
も
含
む
）
②
現
在
市
内
に
住

ん
で
い
て
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
③
定
め
ら
れ
た
基
準
内
の
収

入
で
あ
る
こ
と
（
月
額
八
万
七
千

円
以
下
）
④
市
内
に
保
証
人
が
二

人
い
る
こ
と
⑤
入
居
者
ま
た
は
同

居
し
、
も
し
ぐ
は
同
居
に
友
う
と

す
る
親
族
に
、
日
常
車
い
す
で
生

活
す
る
必
要
の
あ
る
人
▼
申
し
込

み
…
4
月
ｐ
一
日
か
1
3
日
に
営
繕
課

ま
で
。
申
し
込
み
用
紙
は
営
繕
課

に
あ
り
ま
す
。
（
営
繕
課
）

春の狂犬病予防注射

4月18日から各地で実施

狂
犬
病
は
、
一
度
発
病
す
る
と

助
か
る
見
込
み
が
な
く
、
犬
の
予

防
注
射
奮
似
底
す
る
こ
と
だ
け
が

こ
れ
夕
防
ぐ
唯
一
の
方
法
で
す
。

そ
こ
で
、
春
季
狂
犬
病
予
防
注

射
を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
栗
す
。

生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
か
飼
っ
て

い
る
人
は
、
必
ず
受
け
て
ぐ
だ
さ

い
。料

金
は
登
録
料
（
犬
は
毎
握
Ｅ

録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
が

二
千
百
円
、
注
射
雲
殺
千
四
百

四
十
円
、
注
射
済
票
三
百
六
十
円
、

合
計
三
千
九
百
円
で
す
。（

保
健
衛
生
課
）

狂犬病予防注射日程表

実施月日 時間 会場

4月18日叩
9：30－11：30広野集会所（大久保小前）
13：15～Ｈ：00旦椋公会堂
14：20－15：20小介山際集会所

19日
（火）

9：30～10：30東木幡集会所
10：50～11：30北木幡集会所
13：15～15：00御蔵山集会所

20日
（水

9：30～10：00広野公民分館
10：20～11：40南陵集会所
13：15～15：00小介公民館

21日（村
9：30～11：30城南荘集会所

13：15～14：55開公民分館

22日

哨

9：30～10：00志津川元公会堂（消防器具庫）
10：20～11：00横島農協前
11：3～11：40東目川公民分館
13：15～14：15柴ヶ丘公民分館
14：35～15：10砂田集会所

25日ｏｎ
9：30～10：20緑ヶ原集会所
10：40～11：30伊勢田北集会所
13：15～15：30西小倉集会所

26日
（■≪

9：30～11：30木幡公民分ｉｔ（木幡神社内）
13：15～13：45南木幡集会所
14：00～14：50南部福角集会所

27日

（水）

9：30～10：30気適公民分館
10：45～ｎ：30明星集会所
13：15～Ｍ：55東宇治中学校

28日
（ね

9：20～9：40善法集会所
9：50～10：05自川公民分館

10：30～11：30大久保農協前
13：15～Ｉ6：00不治保健所

5月6日吻 10：00～16：00炭山，笠取，ニノ尾，池ノ尾

ネ
ギ
坊
主
が
立
ち
始
め
る
と

春
も
た
け
な
わ
。
精
が
強
く
、

食
用
だ
け
で
な
く
薬
代
り
に
使

わ
れ
た
事
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

貝
原
益
軒
の
大
和
本
草
に
は
「

頓
死
（
と
ん
し
）
し
た
る
人
に
ネ

ギ
の
茎
を
男
は
左
、
女
は
右
の

鼻
に
七
、
八
寸
刺
し
六
れ
よ
。

血
出
で
よ
み
が
え
る
」
と
あ
る
。

原
産
は
中
国
西
部
。

ユ
リ
科
の
多
年
性
。

別
名
根
深
（
ね
ぷ
か
）
、

市
場
で
は
威
勢
よ
く

二
文
字
（
ひ
と
も

じ
）
″
と
言
う
。
似
て

い
る
が
、
わ
け
ぎ
、

あ
さ
つ
き
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
は
別
種
。

起
源
を
さ
か
の
ぽ

る
と
秦
の
始
皇
帝
の

頃
に
は
既
に
栽
培
。

わ
が
国
に
伝
来
し
た

の
は
平
安
時
代
。
現

在
、
栽
培
品
種
に
は

軟
か
く
、
う
ま
味
が
増
す
の

は
寒
さ
が
厳
し
ぐ
な
る
冬
場
だ

が
、
宇
治
市
で
は
細
ネ
ギ
と
呼

ば
れ
る
周
年
栽
培
も
の
が
中
心
。

収
穫
期
か
ら
逆
算
し
て
種
ｍ
ｉ

く
時
期
か
灰
め
、
ハ
ウ
ス
な
ど

の
高
等
技
術
を
駆
使
し
て
の
人

工
生
産
。
都
市
近
郊
の
地
の
利

を
う
ま
く
生
か
し
て
、
現
在
八

戸
、
二
・
四
お
に
作
付
け
。
年

間
、
約
邸
十
五
ノ
衆
ｙ
都
に
出

荷
し
て
い
る
が
大
半
は
ス
ー
パ

ー
と
の
契
約
栽
培
。

ネ
ギ
類
の
特
有
な
臭
い
は
硫

化
ア
リ
ル
と
い
う
成
分
で
、
特

に
害
は
な
い
が
、
身

冬場のビタミン剤

ネギ

関
東
以
北
に
適
す
る
加
賀
、

東
京
原
産
の
千
住
、
近
畿
以
西

の
九
条
ネ
ギ
の
三
系
統
が
あ
る
。

性
状
は
、
人
影
で
も
嫌
う
と

い
わ
れ
る
ほ
芦
陽
性
で
、
乾
燥

に
は
強
い
が
日
陰
の
じ
め
じ
の

し
た
所
は
厳
禁
。
か
只
ん
多

汁
植
物
な
の
で
水
気
が
な
い
と

良
い
物
は
出
来
ず
、
要
は
排
水

の
よ
い
所
が
適
地
。

体
夕
暖
め
る
効
能
が

あ
り
、
昔
か
ら
「
ネ

ギ
雑
炊
、
シ
ョ
ウ
ガ

酒
」
と
言
っ
て
暖
を

と
る
植
物
の
代
表
。

「
ネ
ギ
の
白
根
牽
食

べ
る
と
頭
が
よ
く
な

る
」
と
い
う
の
は
、

ち
よ
っ
と
眉
（
ま
ゆ
）

つ
ば
も
の
。
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
ヽ
印
Ｃ
も
多

く
、
冬
場
の
貴
重
な

ビ
タ
ミ
ン
剤
に
。

す
き
焼
、
鍋
物
、

和
え
物
、
薬
味
と
万
能
選
手
で
、

日
本
料
理
に
は
欠
か
せ
ぬ
素
材
。

お
で
ん
ね
た
の
「
ネ
ギ
マ
」
は

左
党
が
喜
ぶ
逸
品
だ
。

お
あ
つ
ら
え
向
き
に
好
都
合

な
も
の
を
「
鴨
（
か
も
）
が
ネ
ギ

か
背
負
っ
て
ぐ
る
」
と
言
ラ
が

卦
ざ
ろ
は
言
い
短
め
て
「
鴨

（
か
も
）
ネ
ギ
」
と
も
。

収穫されたネギは整理されて市民

の台所へ（横島町で）
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お
知
ら
せ

低
所
得
者
用

水
道
料
金
の
受
付

市
で
は
、
低
所
得
者
世
帯
お
よ

び
生
活
保
護
世
帯
の
水
道
料
金
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
低
所
得

者
用
水
道
料
金
制
度
か
設
け
て
い

未
了
。

こ
の
ほ
ニ
五
十
八
年
度
の
適

用
基
準
を
表
の
よ
つ
に
改
定
し
ま

し
た
。
該
当
す
る
人
は
、
低
所
得

者
用
認
定
申
請
書
に
五
十
七
年
中

の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉

徴
収
票
や
各
年
金
受
給
証
書
、
ま

た
は
民
生
委
員
が
証
明
す
る
無
職

無
収
入
証
明
な
ど
）
か
添
え
て
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
福
祉
事
務
所
を

通
じ
て
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
申

請
書
は
水
道
料
金
係
に
あ
り
ま
す
。

水道料金低所得者用基準額表

世帯構成

人貝
ｌ人 2人 3人 4人

5人以上

ｎ人を超えるｌＭ

ＶｌこＳｏｉる頂7

所得額

（年額）

円

614．615

円

856，800

円

Ｌｉａ刄ｄｉ

円

ｉ．3ｏｏ．籾

円

325，100

（
水
道
部
）

高
齢
者ス

ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
：
4
月
1
7
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
横
島
小

学
校
▼
内
容
・
・
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

健
康
体
操
。
（
市
民
体
育
課
）

第
2
回

春
の
盆
栽
・
山
野
草
展

日
頃
丹
誠
こ
め
て
Ｅ
＾
ａ
．
れ
た
盆

栽
や
、
か
わ
い
い
花
を
つ
け
た
山

野
草
・
閲
芸
値
物
か
ぜ
ひ
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
席
や
盆

栽
・
山
野
草
の
吼
え
替
え
講
習
心
一

も
開
き
ま
す
。

▼
催
し
内
容
・
：
左
表
▼
会
場
・
：

木
幡
公
民
館
。

催し物 月日 時川

盆栽・山野草・園芸植物屁
4月16日巾 10時～17時

4）117日川10≫．Ｖ～16時

植え0え講習会
山野草・園芸績物

4川17日（日）

ＩＯ≫Ｊ半－12時

盆救 13時～15≫．！ｆ

ぉ茶席（一席200円）4月17日（日）10時～15時

（
木
幡
公
民
館
）

第
2
回
宇
治
市
陸
上

競
技
春
季
大
会

▼
と
章
・
・
・
5
月
5
日
呪
、
午
前

8
時
半
か
ら
受
け
付
け
▼
と
こ
ろ

’
・
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼
参
加

料
・
・
・
高
校
生
＝
三
百
円
、
一
般
＝

五
百
円
、
小
中
学
生
＝
二
百
円
、

リ
レ
ー
三
一
百
円
（
Ｉ
チ
ー
ム
）

▼
種
目
・
・
・
〈
1
部
〉
小
学
生
男
女
＝

1
0
0
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
・
4
0
0
Ｍ
継
、
中
学
生

男
子
＝
川
Ｍ
・
掴
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
・
3

千
Ｍ
・
走
抄
幅
跳
び
・
走
り
高
跳

び
・
砲
丸
投
・
8
0
0
Ｍ
継
、
中
学
生

女
子
＝

1
0
0
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
・
走
り
幅
跳

び
・
走
り
高
跳
び
、
砲
丸
投
・

4
0
0

Ｍ
継
、
高
校
・
一
般
男
子
＝

1
0
0
Ｍ

・
4
0
0
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
・
千
5
0
0
Ｍ
・
5
千

Ｍ
・
走
抄
幅
跳
び
・
走
り
高
跳
び

・
砲
丸
投
・
4
0
0
Ｍ
継
、
高
校
こ

般
女
子
Ｌ

1
0
0
Ｍ
・
伽
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
・

走
ひ
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
砲

丸
投
・
4
0
0
Ｍ
継
、
〈
2
部
〉
高
校
・

一
般
男
子
＝
川
Ｍ
・
5
千
Ｍ
、
高

校
・
一
般
女
子
－
1
0
0
Ｍ
・
8
0
0
Ｍ
▼
参

加
資
格
…
1
部
1
小
・
中
学
生
お

よ
び
陸
協
登
録
者
、
2
部
＝
陸
協

登
録
者
以
外
▼
申
し
込
み
…
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
出
場

種
目
・
学
校
（
所
属
）
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
4
月
2
0
日
伽
ま
で

に
助
宇
治
市
体
育
協
会
（
五
ヶ
庄

三
番
割
）
か
宇
治
市
陸
上
競
技
協

会
（
広
野
町
尖
山
2
ｊ
2
2
3
長
棟
秀

之
さ
ん
方
）
ま
で
。

吊
民
体
育
課
）

親
子バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き
・
・
・
4
月
2
3
日
出
、
2
4
日

Ｓ
’

3
0
日
出
、
5
月
7
日
出
、
い

ず
れ
も
午
後
3
時
～
6
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
菟
道
第
二
小
学
校
▼
対
象
と

定
員
・
・
・
母
と
子
2
0
組
4
0
人
▼
申
し

込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
ま
刄

（
市
民
体
育
課
）

体
力
テ
ス
ト
判
定
員

養
成
講
習
会

▼
と
き
・
：
4
月
2
9
日
『
午
前

9
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
菟
道
第

二
小
学
校
▼
対
象
…
各
種
ス
ポ
ー

ツ
・
体
育
に
お
け
る
指
導
者
ま
た

は
今
後
指
導
者
に
な
ら
ひ
？
ハ
▼

定
員
…
3
5
人
▼
参
加
料
・
・
・
千
七
百

五
十
円
▼
申
し
込
み
・
：
参
加
料
を

添
え
て
4
月
2
7
日
團
ま
で
に
市
民

体
育
課
ま
で
▼
そ
の
他
…
講
習
を

修
了
し
、
筆
記
テ
ス
ト
に
合
格
し

た
人
は
、
助
日
本
体
育
協
会
公
認

の
体
力
テ
ス
ト
判
定
員
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。
（
市
民
体
育
課
）

工
業
調
査
ポ
ス
タ
ー募

集

通
商
産
業
省
で
は
、
五
十
八
年

工
業
統
計
調
査
の
官
伝
用
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限
は
六
月
三
十
日
ま
で

で
、
入
選
者
に
は
賞
状
と
賞
金
が

贈
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
ポ
ス
タ
ー

は
大
き
さ
や
色
数
な
ど
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い

こ
と
は
企
画
課
ま
で
お
問
い
＜
Ｉ
1
Ｑ

せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
企
画
課
）

国
民
健
康
保
険
証

の
切
り
替
え

国
民
健
康
保
険
証
の
切
的
岳
え

は
済
み
ま
し
た
か
。

有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
で

は
、
保
険
に
よ
る
医
原
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
笙
安
ん
。
四

月
か
ら
は
新
し
い
黄
緑
の
保
険
証

に
な
っ
て
い
ま
ゐ
で
、
切
肛
替

え
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
早
急
に

古
い
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
保

険
年
金
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

自
衛
官
募
集

▼
連
絡
先
・
・
・
宇
治
募
集
事
務
所

（
Ｓ
㈲
7
1
3
9
）
ま
で
。

（
秘
書
課
）

3）

63京都国体 啓発塔を設置

｜ ［ ｜ ｜ ｜ 1 1 1 1 1 1 1 ［ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 j l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l i l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

国鉄宇治駅前ひろばに

6
3
京
都
国
体
ま
で
あ
と
五
年
。

宇
治
市
で
は
、
水
泳
、
サ
″
力
1
、

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
の
三
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
京
都
国
体
夕
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

シ
と
、
こ
の
ほ
ど
国
鉄
宇
治
駅
前

ひ
ろ
ば
に
啓
発
塔
蛮
饉
し
ま
し

た
。
設
置
さ
れ
た
啓
発
塔
は
、
幅

九
〇
ｔ
、
高
堂
ハ
μ
の
四
角
形
で
。

「
み
ん
な
の
手
で
成
功
さ
せ
ぶ
コ

6
3
年
京
都
国
体
」
と
書
か
れ
て
い

る
ほ
か
、
三
競
技
の
シ
ル
エ
″
ト

が
入
っ
て
い
ま
す
。
。

京
都
国
体
の
果
た
す
役
割
は
、

宇
治
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

大
き
な
意
怒
七
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
八
月
に
準
備
推
進

本
部
を
設
置
し
、
京
都
国
体
の
成

功
に
向
け
て
螢
翠
ず
す
め
て
い

ま
す
。

京
都
国
体
夕
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
会
防
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ぶ
ヂ
。

国
鉄
宇
治
駅
前
ひ
ろ
ぱ
に
設
置
さ
れ
た
啓
発
塔
（
三
月
三
十
一
日
）

私
の
台
所

宇
治
の
特
産

　
　
　
　
④

車
い
す
O
K
入
居
者
募
集
（
1
戸

）
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市
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
を
う
け
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
総
合

福
祉
会
館
は
試
行
期
間
も
終
わ
り
、
福
祉
の
拠
点
と
な
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
各
種
の
事
業
が
、
各
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
計
画
さ
れ
は
じ
め

て
い
ま
す
。
会
館
の
利
用
の
方
法
や
各
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
1
1
1
1
ａ
ｌ
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
1
1
1
1
1
1

社
会
福
祉
団
体
に
加
入
し
て
い

る
人
。

〈
利
用
の
方
法
〉

▽
個
人
の
利
用

「
利
用
証
」
が
必
要
で
す
。
ま

だ
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
受
付
で

申
請
（
印
鑑
が
必
要
）
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
「
利
用
証
」
は
必
ず
受
付

に
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
お
帰
り
の

時
に
お
返
し
し
毒
ｙ
。

▽
団
体
の
利
用

団
体
な
ど
の
利
用
は
、
一
週
間

前
ま
で
に
、
「
使
用
許
可
申
請
書
」

か
提
出
（
印
鑑
が
必
要
）
し
、
許

可
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
開
館
時
間
〉

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
。
た

だ
し
、
入
浴
は
午
竺
時
か
ら
三

時
ま
で
で
す
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
・
木
曜
日
、
国
民
の
祝

日
、
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
七

日
か
ら
一
月
四
日
）
。

〈
利
用
の
注
意
〉

会
館
の
設
備
、
備
品
は
大
切
に

使
い
、
整
理
整
と
ん
聚
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

2
階
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｃ
さ
あ
踊
り
ま
し
ょ
う
舞
踊
サ
ー
ク
ル
は
毎
週
火
・
金
曜
日
に
練
習
し
ま
す
。
体
を
勣
か
す
こ
と
は
、
若
さ
を
保
つ
秘
け
っ
で
す
。

Ａ
機
能
回
復
訓
練
に
は
げ
む

日
常
生
活
訓
練
室
で
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
両
下
肢
に
障
客
を
持
つ
女
性
が
訓
練
機
器
を
使
っ
て
機
能
回
復
訓
練
に
は
げ
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

3
階
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
と
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｄ
育
児
の
こ
と
で
相
談
が
育
児
や
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
お
く
れ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
気
軽
に
家
庭
児
童
相
談
室
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ａ22－0600へ総合福祉会館のお問い合わせは

182

て
い
ま
ず
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
Ｖ
ア
室
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
セ
ン
タ
’
‐
‐

的
機
能
差
持
ち
、
テ
ー
プ
録
音
や

点
字
図
書
の
作
成
も
行
汽
る
ぷ
フ

に
な
っ
て
い
ま
ず
。

今
後
、
こ
の
セ
ン
タ
ふ
胞
っ

て
、
点
字
や
手
話
な
ど
の
講
習
会

を
開
催
し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
老
人

に
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ
て

〈交通機関〉

京阪宇治交通バス、京阪バスを

ご利用の場合、「太陽が丘行き」

に乗っで琵琶台口。で下車願い

ます。

い
た
だ
ぐ
た
め
、
各
種
の
相
談
や

健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク

リ
干
―
シ
ョ
ン
を
行
’
7
場
に
な
っ

で
い
ま
す
。

機
能
回
復
訓
練
室
で
は
、
健
康

生
活
に
必
要
な
初
歩
的
機
能
維
持

回
復
の
運
動
な
ど
の
助
言
忿
行

い
ま
す
。
ま
た
、
老
人
が
体
ｍ

つ
で
楽
し
ぐ
遊
び
な
が
ら
訓
練
の

で
き
る
健
康
機
器
を
備
え
ま
す
。

一
方
、
生
活
や
健
康
な
ど
の
相

談
事
業
、
考
人
の
教
養
向
上
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
教
養

講
座
な
ど
石
予
定
し
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
運

営
に
つ
い
で
の
援
助
や
老
人
に
つ

い
で
の
調
査
、
研
究
な
ど
の
事
業

も
行
い
ま
す
。

今
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種

の
サ
ー
ク
ル
が
生
次
れ
、
活
動
を

さ
れ
で
い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
で
、

教
養
、
交
流
、
生
既
炉
い
の
場
に

さ
れ
で
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
お

年
寄
り
の
参
加
を
お
待
ち
し
で
い

ま
ず
。
申
し
込
み
は
一
階
事
務
室

に
な
っ
で
い
ま
す
。

周辺の略図

地
域
福
祉
の
拠
点
に

去
る
一
月
十
九
日
に
開
館
し
た

曼
福
祉
会
館
は
、
試
行
期
間
も

終
わ
り
、
各
種
の
事
業
を
開
始
し

乖
ｙ
。

こ
の
会
館
は
、
4
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
参
入
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
複

合
施
設
で
、
地
域
福
祉
、
在
宅

福
祉
、
コ
ミ
ニ
テ
″
ケ
ア
の
拠
点

と
な
る
た
め
の
も
の
で
す
。
お
年

寄
り
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
、

婦
人
、
子
芦
七
た
ち
の
福
祉
の
向

上
な
べ
す
べ
て
の
人
が
参
加
で

き
る
福
祉
社
会
の
確
立
を
目
Ｊ
子

も
の
で
す
。

利
用
証
は

お
持
ち
で
す
か

総
合
福
祉
会
館
は
み
な
さ
ん
の

も
の
で
す
。
μ
ご
と
し
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
利
用
の
対
象
〉

▽
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者

お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
人
。

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上

の
人
。

▽
福
祉
セ
ン
タ
ー

［―票警Ｅｌ－コ

1
階
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｂ
い
い
湯
だ
な
あ
お
風
呂
は
お
年
寄
り
の
い
こ
い
の
場
。
で
も
入
り
す
ぎ
に
は
注
憲
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
入
浴
で
き
る
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
、
タ
オ
ル
と
石
け
ん
は
各
自
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

各
セ
ン
タ
ー
の
案
内

身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

障
害
者
の
機
能
回
復
訓
練
や
社

会
・
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

活
動
の
中
心
と
な
る
セ
ン
タ
ー
で

す
。作

業
工
作
室
で
は
、
陶
芸
窯
を

備
え
、
土
ひ
ね
り
を
し
な
が
ら
手

先
の
機
能
回
復
訓
練
舎
忖
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
常
牛
活
訓
練
室

に
は
、
各
種
の
機
能
回
復
訓
練
機

器
か
備
え
、
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
書

室
に
は
、
福
祉
関
係
の
書
籍
や
点

字
図
書
、
テ
ー
プ
図
書
が
そ
ろ
っ

主な事業日程

事業名 開催日 時間 室名

保

健

生

活

健康相談 未定 健康相談室

栄養相談 ・未定 栄養相談室

生活相談 毎週水・土曜日9：00～16：00生活相談室

高年齢者職業相談毎週火・金曜日9：00～16：00生活相談室

教養

レク

リ工

｜ｙ

ヨン

老人健康体操毎月第3金曜日ｌｏ：00－12：00機能回復訓練室

俳句サークル

「あさぎ’Ｉ’”Ｉ会」
毎月第1土曜日 12：00～16：00和室（205．206号）

俳画サークル

Ｉ洛南俳向クラブ」
毎週■ｋ曜日 10：00－12：00集会室

民謡サークル

「琵琶民謡ｔ－」．
毎月第2．4水曜日12：00～16：00集会室

謡曲サークル
「．ｉ曲ｉｔｆ乱

毎月第ｌ．3水曜日13：00～16：00和室（205．206号）

舞踊サークル

哨ｌＩＩ－ｌ好会≪踊≫．
毎ａｔ曜日 10：00－14：00集会室

民ｉｉサークル

’剛ヽ’ｆｆ．七ｉ岫ＫＳ，．
毎月第2金曜日 14：00～16：30集会室

舞踊サークル’「，’文1？」毎週火曜日 12：00～16：00集会室

講習

会な

ど

点字教室

決まり次第、市政だよりで

お知らせします。

手話教室

リーディングボラ

ンティア笑成丿座

カナタイブ指導？？

＊Ｉ＊丿り公

休館ｕは、川・木雌日、祝日と年末年始です。－

みなさんのご利用をお待ちします

総合福祉会館

老
人

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

―
休館uは、川・木雌日、祝日とキ末年始です。

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
福
祉
関
係
団
体
に
利
用
し
で
い

た
だ
け
る
料
理
講
習
室
や
会
議
室

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、

子
ど
も
の
成
長
、
育
で
方
、
登
校

拒
否
な
ど
の
子
分
蚤
取
り
ま
く

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
相
談
夕
受

け
で
い
ま
す
。
相
談
は
、
土
・
日
、

祝
日
を
除
く
平
日
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
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